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鈎腕が歯肉側から鈎歯のアンダーカットに接近する Gingivally aliproaching clasp のうち，鈎歯に対





















0.25mm と 0.5伽1mの 2 種類，鈎腕の接近角度を 1 /10, 3/10, 5/10の 3 種類，金属原型の曲率半径
を 1伽1m ， 7.5mm, 5 mmの 3 種類とし，金属原型について 12種類，天然歯の試料について 2 種類の鋳造鈎





















1 -bar type の鋳造鈎に関し，適切な維持力を得るうえに，鈎腕の太さおよび長さ，アンダーカッ
トの大きさ，鈎腕の接近角度，鈎歯の形態などの因子を考慮することは重要で、あり，本研究は，これ
らの各因子が鈎の維持力にもたらす影響について実験的に検討し，さらに理論的な考察を加え，鈎の
維持力と各因子の関係を明らかにしたものである O 従来鈎の維持力については経験的な推測の域を出な
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かったが，本研究の結果，鈎の製作に際して，適切な維持力を f!? るための基礎となる重要な知l兄を行
た。
よって本研究は価値ある業績であり，本研究者は歯学博士の学位を得る資格があるものと認める。
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